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一 般 質 問 順 序 

 

１   佐 々 木     清  君 

                （６月１８日（木）１０時～１０時５０分） 

２   稲  葉  富 士 憲  君 

                （６月１８日（木）１１時～１１時５０分） 

３   楠  田  一  男  君 

                （６月１８日（木）１３時～１３時５０分）     

４   土  屋     進  君 

                （６月１８日（木）１４時～１４時５０分） 

５   四  宮  和  彦  君 

                （６月１８日（木）１５時～１５時５０分） 

６   西  島     彰  君 

                （６月１９日（金）１０時～１０時５０分） 

７   横  沢     勇  君 

                （６月１９日（金）１１時～１１時５０分）  

８   稲  葉  正  仁  君 

                （６月１９日（金）１３時～１３時５０分）  

９   長  沢     正  君 

                （６月１９日（金）１４時～１４時５０分）  

10   杉  本  一  彦  君 

                （６月１９日（金）１５時～１５時５０分） 

11   重  岡  秀  子  君 

                （６月２２日（月）１０時～１０時５０分）     

12   森        篤  君 

                （６月２２日（月）１１時～１１時５０分） 

     ※ 質問時間は、進行状況によって変更することがあります。                 
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一 般 質 問 要 旨 

議 員  佐々木   清   

 

２０２０年代を見据えた本市の将来像について、以下考えを伺う。 

１ 周辺市町との連携体制及び合併政策について伺う。 

 

 

 

 

２ 国では、地方創生に向けてＩＴ人材の育成を国策として打ち出しているが、多くのＩ

Ｔ技術者が本市に移住することで、ＩＴに関連した雇用の拡大も図られるのではないか

と考える。 

そこで、多くのＩＴ技術者を本市に移住させるための方策について伺う。 

 

 

 

 

３ 看護師や介護士などの人材育成に関する施策について伺う。 

 

 

 

 

４ 首都圏高齢者の介護問題への対処として地方移住促進がクローズアップされてきてい

るが、移住者の受け入れについて伺う。 
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５ 地震や津波などの自然災害から人命を守るための施策について以下２点伺う。 

⑴ 多くの観光客が訪れる伊東マリンタウンからの避難路として、避難用陸橋の整備を

検討してはいかがか。 

 

 

 

⑵ 玖須美児童館の耐震補強や移設について検討してはいかがか。 

 

 

 

６ ２０２０年開催の東京オリンピック・パラリンピックにおける自転車競技について、

伊豆市での開催が計画されている旨報道されているが、選手やスタッフの受け入れ、誘

客対策などについて、どのように考えているか伺う。 

 

 

 

 

７ 幼稚園及び保育園を含めた学校規模の適正化について伺う。 
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一 般 質 問 要 旨 

議 員  稲 葉 富士憲   

 

１ 指定管理者制度における市の関与について、以下３点伺う。 

⑴ 事故が発生した際の責任の所在 

 

 

⑵ 指定管理者の業務に対する指導監督 

 

 

⑶ 利用者の声を業務に反映させるための手だて 

 

 

 

２ 認知症対策について、以下３点伺う。 

⑴ 要介護度の認定について、認知症の人は、介護等級が低く判定される旨の声を聞く

が、どのようなことが考えられるか。 

 

 

⑵ 介護保険制度以外の制度による認知症の人及びその介護者を支える施策について、

現在、どのような施策を実施しているか、また、今後どのような施策を講じていく考

えか。 

 

 

⑶ 介護ボランティアの活動を支援する取り組みとして、その活動に応じて換金できる

ポイントを付与する旨の制度を導入できないか。 
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３ 人口増加策として、若年層の流入を促すための子育て支援策及び教育振興策について、

以下２点伺う。 

⑴ 以下の子育て支援策について、本市の現状及び今後拡充させる考えがあるか伺う。 

ア 誕生祝金の支給 

 

 

イ 医療費の補塡 

 

 

ウ 幼稚園、保育園に係る保育料の補塡 

 

 

エ 小・中学校における給食費の補塡 

 

 

⑵ 英語教育に特化した教育振興策の実施に伴う課題等について伺う。 
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一 般 質 問 要 旨 

議 員  楠 田 一 男   

 

１ 地方創生戦略における本市の取り組みについて、現在の状況と今後の方針を伺う。 

 

 

 

 

 

２ 荒廃が目立つ健康回復公園大平の森の整備方針について伺う。 

 

 

 

 

 

３ 林道奥野線の遊歩道において、敷設された砂利が豪雨のたびに流されてえぐられると

いう状況にあるが、その対策について伺う。 

 

 

 

 

 

４ 災害時や緊急時における本市職員の安否確認をシステム化すべきと考えるが、いかが

か。 

また、高齢者や子供、障がい者など災害弱者への安否確認対策について伺う。 
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一 般 質 問 要 旨 

議 員  土 屋   進   

 

１ 庁舎移転後２０年が経過する中、旧庁舎跡地は、現在、暫定として松川藤の広場とな

っているが、まちの活力を取り戻すための重要な拠点であることから、伊東市庁舎跡地

利用構想審議会の答申を踏まえ、隣接民有地の公有化を積極的に進めるとともに、老朽

化が進み、耐震にも問題のある観光会館を文化的施設と位置づけた「文化会館」として

早期に移転、改築すべきと考えるが、いかがか。 

 

 

 

 

２ 東松原にある庁舎別館について、以下２点伺う。 

⑴ 庁舎別館については将来的に用途廃止を考えているとのことだが、取り壊し等に係

る今後の計画について伺う。また、館内にある東松原町連絡所の移転については地域

と協議していくとのことだが、現在の状況を伺う。あわせて、これを機により利便性

の高い出張所にすべきと考えるが、いかがか。 

 

 

 

 

⑵ 館内にある伊東温泉組合といとう市民活動支援センターＰａｌに対し、将来的に用

途廃止を考えている旨を説明されているか。また、これらの事業所に対し、今後、ど

のような対応を考えているか伺う。 
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３ 自然災害が及ぼす大きな被害等が想定され危機感も高まる中で、本市が進めている津

波避難協力ビルの指定については、より迅速な対応が求められると考えるが、現在の進

捗状況を伺う。 

 

 

 

 

４ 伊東駅を中心とする市街地の市道幹線道路において、未整備となっている伊東駅・伊

東港線における伊東駅から松原神社下までの区間の舗装改良の状況について伺う。 

 

 

 

 

５ 伊豆半島ジオパークが世界認定されると、旧中伊豆バイパスから、荻、十足地区を通

る道路を南部のジオサイトへのアクセス道路として利用する観光客が増加すると予想さ

れるが、隣接する伊豆市等との連携による道路整備について伺う。 

 

 

 

 

６ 湯川分園が伊東幼稚園に統合されて１年が経過したが、当該建物と用地の利活用につ

いてどのように考えているか伺う。 

また、木下杢太郎記念館の近接地であることから、本市ならではの特徴のある郷土資

料館の建設を検討すべきと考えるが、いかがか。 
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一 般 質 問 要 旨 

議 員  四 宮 和 彦   

 

１ 本年は、徳川家康公の４００回忌に当たり、家康公にゆかりのある各地において薨去

４００年を記念する行事が行われている。本市は、家康公の外交顧問として活躍した三

浦按針ゆかりの地であり、このほかにも、江戸城石丁場遺跡や江戸城献上の湯等、家康

公や江戸幕府とのかかわりを示す事跡が幾つか存在するにもかかわらず、本市において

は、これに関連する事業が全く実施されないと思われる。 

本市の歴史的文化面や観光面における情報発信の機会として考えれば、県内外で盛ん

に取り組まれている記念事業には今からでも積極的にかかわっていくべきと考えるが、

いかがか。 

 

 

 

２ この７月１０日より、プレミアム商品券「ジオパーク応援 夢クーポン」の販売が開

始されるとのことだが、過去に発行されたプレミアム商品券については、その事業目的

や意図する経済効果等について、疑問があるとする旨の意見もあったと思われることか

ら、以下３点伺う。 

⑴ 実行委員会の中で事業の詳細が詰められたと思うが、その事業目的、期待される効

果はどのようなものか、特に、市内経済活性化への効果をどのように考えるか伺う。 

 

 

⑵ 同種の事業は過去に複数回実施されているが、その中で得られた成果や反省点はど

のようなものであり、今回の事業実施に当たり、どのように生かしていくのか伺う。 

 

 

⑶ 「ジオパーク応援 夢クーポン」との名称であるが、具体的にどのような点が「ジ

オパーク応援」であるのか伺う。 
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３ 生活路線バスのあり方と観光周遊バスのあり方について、以下２点伺う。 

⑴ 現在、市が自主運行する生活路線バスのうち、平均乗車密度が極端に低い一部路線

については、今後、白バスその他の交通機関による代替を進めるとのことであったが、

これまで、研究、検討に十分な期間が経過していることから、そろそろ実証実験が行

われてもよい時期に来ているのではないか。 

そこで、公共交通空白地帯に対する交通政策または交通弱者対策について、現在の

進捗状況を伺う。 

 

 

 

⑵ 観光地である本市において、観光スポットを周遊する公共交通は非常に重要である

と考えるが、以前運行していた伊東駅等を起点とする定期観光バスなどは、現在、運

行していないように思われ、また、伊東駅と伊豆シャボテン公園間を往復していたリ

ンガーベル号も見かけなくなった。伊豆半島ジオパークの世界認定等も視野に入れる

と、今後、こうした観光周遊バスのニーズは高まっていくと考えるが、観光周遊バス

実現の可能性について伺う。 

また、このような状況を踏まえ、観光利用の観点から、今後、どのような交通政策

が必要と考えるか伺う。 
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一 般 質 問 要 旨 

議 員  西 島   彰   

 

１ 伊豆半島ジオパークの世界認定を目前に控え、その現況と今後の対応について、以下

３点伺う。 

⑴ 中央拠点施設開設までのスケジュールと設計内容及び開設後の活用、並びに、本市

のビジターセンターの現状及び今後の設置計画について 

 

 

⑵ ジオサイトにおける景観整備の一環として、大室山周辺における無電柱化の推進に

ついて 

 

 

⑶ ジオサイト周辺における高速無線通信Ｗｉ－Ｆｉの整備状況と今後の対応について 

 

 

２ 本市のインバウンド施策における現状と今後の展望等について、以下４点伺う。 

⑴ 外国人来遊客数と国別順位について 

 

 

⑵ 案内サインや周遊マップにおける多言語対応について 

 

 

⑶ インターネットやＳＮＳを活用した戦略について 

 

 

⑷ 本市における消費税免税店制度の許可店舗数及び支援策について 
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３ 本市のふるさと納税について、以下６点伺う。 

⑴ 平成２６年度におけるふるさと納税の金額とこれまでの実績について 

 

 

⑵ 伊東市民が他自治体に寄附しているふるさと納税の総額について 

 

 

⑶ 使途指定の比率とその内容について 

 

 

⑷ 伊東市民による伊東市へのふるさと納税は可能か。 

 

 

⑸ 使途指定を重視した親孝行ふるさと納税を提案するが、市長の考えを伺う。 

 

 

⑹ 特例控除額が拡充されたが、返礼品を送らないとするこれまでの見解を変える考え

はないか。 

 

 

４ 空き家等対策の推進に関する特別措置法が施行されたが、このことにより、本市の空

き家、廃屋対策がどのように推進されていくのか伺う。 
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一 般 質 問 要 旨 

議 員  横 沢   勇   

 

１ 小室３丁目付近への耐震性貯水槽設置の見通しについて伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 国道１３５号殿山交差点から三の原入口交差点までの区間は、県の事業において整備

が進められているが、地元の関心が高いことから、特に、殿山交差点と川奈口交差点に

おける交差点形状に係る整備計画の状況及び同区間における４車線化に係る進捗状況に

ついて伺う。 
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一 般 質 問 要 旨 

議 員  稲 葉 正 仁   

 

 国の地方創生戦略に対する市としての施策について以下伺う。 

１ 伊東版まち・ひと・しごと総合戦略策定の進捗状況について伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 農業の担い手育成及び新規就農者への本市独自の支援策について伺う。 
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一 般 質 問 要 旨 

議 員  長 沢   正   

 

１ 公共施設管理計画について、どのようなものを策定するのか計画の概要を伺う。また、

現在の進捗状況を伺う。 

 

 

 

 

２ 親子で楽しく遊ぶことができる充実した公園について、以下伺う。 

 ⑴ 小室山公園の整備状況について 

 

 

 

 ⑵ 都市公園及びその他の公園の管理状況について 

 

 

 

 

３ 犬・猫の飼育に係る取り組みについて、以下伺う。 

 ⑴ 愛護と適正管理に係る意識啓発について 

 

 

 

 ⑵ 不適切な飼育をしている人への指導体制について 
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一 般 質 問 要 旨 

議 員  杉 本 一 彦   

 

１ 住民投票について 

 ⑴ 目まぐるしく変化する時代において、自治体運営にとって大きな政策転換が求めら

れる際に、その方向性を決める手段の一つとして、住民投票は効果的であると考える

が、本市において住民投票条例を制定する考えはないか伺う。 

 

 ⑵ 競輪事業を将来的に存続していくか否かは、本市の未来のまちづくりを考える上で

非常に重要な要素であると考えるが、住民投票で市民に賛否を問う考えはないか伺う。 

 

 

２ 空き家・廃屋対策について 

 ⑴ 全国で８２０万戸にも上る空き家の対策として、空き家対策特別措置法が施行され

たが、それに伴い本市の空き家・廃屋対策をどのように進めていくか考えを伺う。 

 

 ⑵ 特別措置法施行により、本市において早急に対応すべき案件はどのくらいあるか。 

また、それら案件の解決に向けた見通しについて伺う。 

 

 

３ 小・中学校のいじめ・不登校問題について 

 ⑴ これまでも小・中学校における不登校児童・生徒数の現況数値を伺ってきたが、現

在はどのような状況にあるのか伺う。 

 

 ⑵ 伊東市教育大綱の策定により、本市におけるいじめ・不登校問題の解決をどのよう

に図っていくのか方針を伺う。 
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一 般 質 問 要 旨 

議 員  重 岡 秀 子   

 

１ 地方創生に関連し、少子化対策として以下２点伺う。 

⑴ 少子化問題の大きな原因の一つとして、若年層の低賃金問題があると考えるが、そ

の点を踏まえ、雇用者数約１８０名と言われる本市臨時職員の賃金の実態を伺う。 

また、臨時職員の賃金に対する対応策として正規雇用をふやすことが重要であると

考えるが、当面の対応として、経験加算や月給制などの賃金体系へと見直す考えはな

いか伺う。 

 

⑵ 子育て支援の充実について、以下３点伺う。 

ア 保育園の待機児童については、特にゼロから１歳児までが依然として増加傾向に

あるが、その実態と対策を伺う。 

 

イ 子ども・子育て支援新制度により学童保育に係る運営基準等が条例で定められる

こととなったが、待機児童問題や運営方法、指導員研修などの課題についてどのよ

うに解決していくのか伺う。 

 

ウ 中学校給食の実施に向け、小・中学校８校での運用を想定した給食センターの建

設計画が進んでいるが、おいしくて安全な給食を実現するためにどのような手だて

を考えているか、特にアレルギー対策などに関し施設面からと栄養士などの人的配

置の面から伺う。 

  また、地産地消や市内経済活性化の観点から、食材の発注先をどのように選定す

るのか伺う。 

 

２ 市内のコミュニティセンター及び生涯学習センターの９施設は、市民の自主的な活動

の重要な地域の拠点である。平成２８年度は５年ごとの指定管理委託の更新年であるが、

消費税増税や原発事故以降の電気料金の値上げなどの状況を踏まえ、どのように委託料

を算定するのか伺う。 
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一 般 質 問 要 旨 

議 員  森     篤   

 

１ 第十次基本計画（人口ビジョン、地方版総合戦略を含む。）の策定に関し、以下３点伺

います。 

 ⑴ 地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）の本市における活用実態について 

 

 

 

 ⑵ コンサルタントに委託する前の素案の作成方法とその概要について 

 

 

 

 ⑶ 公募した市民の皆さんからの意見（パブリックコメント）の取り扱いについて 

 

 

 

２ 県事業による津波対策のための防潮堤建設構想に関し、以下３点伺います。 

 ⑴ 地元との協議に係るこれまでの経過と今後のスケジュールについて 

 

 

 

 ⑵ 市民の皆さんへの情報提供の実態について 

 

 

 

 ⑶ 防潮堤が建設される場合における本市による総合的な検証について 
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３ 江戸城石丁場遺跡の国史跡指定に係る進捗状況等に関し、以下５点伺います。 

 ⑴ 国史跡指定に向けた今後のスケジュールについて 

 

 

 

 ⑵ 地権者との調整の状況について 

 

 

 

 ⑶ 国及び他自治体との調整の状況について 

 

 

 

 ⑷ 国史跡の保存・活用に係る国等の補助制度等について 

 

 

 

 ⑸ 遺跡の保存・活用に係る指針等の策定の必要性について 


